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こ
ん
に
ち
は
。
徳
川
林
政
史
研
究
所
（
以
下
、
林
政
史
研
究
所
）
の
藤
田
と
申
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
、
私
は
「
徳
川
林
政
史
研
究
所
と
所
蔵

史
料
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
史
料
の
中
身
を
分
析
す

る
と
い
う
よ
り
も
、
林
政
史
研
究
所
が
ど
ん
な
史
料
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

が
中
心
と
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
副
題
に
「
戦
前
期
に
お
け
る
徳
川
義
親
の
活
動

と
関
連
づ
け
て
」
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
戦
前
期
の
活
動
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
に
史
料
が
集
積
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
お
話
し
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
最
初
に
、「
林
政
史
研
究
所
の
起
源
」
で
す
。
林
政
史
研
究
所
は
、
徳
川
義
親
が
設

立
し
た
公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
に
所
属
す
る
研
究
所
で
す
。
そ
の
姉
妹
機
関
と
し

て
、
御
存
じ
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
徳
川
美
術
館
が
あ
り
ま
す
。
美
術
館
で
は
美
術
品

の
展
示
を
し
て
、
林
政
史
研
究
所
で
は
調
査
・
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
美
術
館
と
協
力

し
て
講
演
会
・
講
座
な
ど
の
教
育
普
及
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
林
政
史
研
究
所
で
は
、
公
的
に
は
七
万
九
〇
〇
〇
点
の
史
料
を
所
蔵
す
る
と
し
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
も
う
少
し
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
主
に
江
戸
時
代
の
幕
政
や
尾
張

藩
政
の
史
料
、
そ
れ
と
林
政
史
で
す
か
ら
、
木
曽
山
の
史
料
を
中
心
に
山
林
関
係
の
史

料
を
所
蔵
し
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
、
そ
の
中
で
も
、
藩
政
や
山
林
関
係
の
史
料
群
に

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
か
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
尾
張
徳
川
家
の
十
九
代
当
主
で
あ
る
徳
川
義
親
（
図
1
）
が
、
ど
の
よ
う
な

人
物
だ
っ
た
か
紹
介
し
ま
す
。
義
親
は
、
越
前
藩
主
で
あ
っ
た
松
平
慶
永
（
春
嶽
）
の

五
男
と
し
て
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
五
男
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
越
前
松
平
家
を
出
て
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
尾
張
徳
川
家
の
養
子

と
な
り
、
侯
爵
を
継
い
で
い
き
ま
す
。
華
族
の
学
校
で
あ
る
学
習
院
に
入
学
し
、
高
等

科
の
卒
業
試
験
は
ビ
リ
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
学
習
院
は
卒
業
す
る
と
特
権
と
し
て

帝
国
大
学
に
入
れ
る
の
で
、
東
京
帝
国
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
手
続
き
に

間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
嫌
い
な
学
科
で
あ
る
史
学
科
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
義
親
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
史
学
科
を
卒
業
後
、
植
物
に
関
心
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
植
物
学
科
に
入
学
し
、
大
正
三
年
（
一
九

一
四
）
に
卒
業
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
学
校
で
勉
強
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
学
究
活
動
を
続
け
る
た
め
、
自
宅
に

研
究
室
を
設
け
た
と
こ
ろ
が
、
義
親
の
特
徴
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
大
正
三
年
に

徳
川
生
物
学
研
究
所
（
以
下
、
生
物
学
研

究
所
）
を
自
宅
に
設
け
ま
す
が
、
大
正
六

年
（
一
九
一
七
）
に
自
宅
か
ら
離
れ
た
荏

原
郡
小
山
町
（
現
東
京
都
品
川
区
小
山
）

に
、
生
物
学
研
究
所
を
建
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
論
文
で
取
り
上
げ
た
木
曽
山

の
研
究
を
深
め
て
い
く
た
め
に
、
大
正
十

二
年
（
一
九
二
三
）
に
徳
川
林
政
史
研
究

室
（
以
下
、
林
政
史
研
究
室
）
を
開
設
し

ま
す
。
こ
う
し
て
、
義
親
は
生
物
学
と
林

　　
　徳
川
林
政
史
研
究
所
と
所
蔵
史
料

　
　　
―
戦
前
期
に
お
け
る
徳
川
義
親
の
活
動
と
関
連
づ
け
て
―

徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
員
　
　
　     

藤
田

英
昭
　

図 1　林政史研究室時代の徳川義親
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政
史
を
独
自
に
研
究
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、
財
団
法
人
尾
張
徳
川
黎
明
会
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
後
の

公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
の
前
身
と
な
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
財
団
の
設
立
は
、
尾

張
徳
川
家
に
伝
来
し
て
き
た
文
献
史
料
、
什
宝
、
美
術
品
を
散
佚
さ
せ
な
い
た
め
に
、

義
親
自
身
が
財
団
に
寄
付
し
て
永
久
的
に
保
存
し
て
い
こ
う
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
文
献
史
料
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
目
白
の
自
宅
敷
地
内
に
設
立
さ

れ
た
蓬
左
文
庫
に
納
め
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
同
時
に
名
古
屋
市
に
建
設
さ
れ
、
昭
和

十
年
（
一
九
三
五
）
に
開
館
し
た
徳
川
美
術
館
に
宝
物
類
を
寄
贈
し
、
一
般
公
開
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
財
団
設
立
に
伴
い
、
林
政
史
研
究
室
は
「
蓬
左
文
庫
附
属
歴
史
研
究
室
（
以
下
、
歴

史
研
究
室
）」
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
御
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、「
蓬
左
」
と
は
名
古

屋
の
雅
名
（
風
流
な
呼
び
名
）
で
す
。
蓬
左
文
庫
は
、
現
在
、
名
古
屋
市
に
あ
り
ま
す

が
、
戦
前
は
東
京
の
目
白
に
開
設
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
話
は
戦
後
に
飛
び
ま
す
が
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）、
財
団
は
蓬
左
文
庫
の

名
前
と
約
六
万
四
〇
〇
〇
冊
の
典
籍
・
古
文
書
を
名
古
屋
市
に
移
譲
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
大
き
な
画
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
戦
後
の
社
会
的
混
乱
・
経
済
的
困

窮
が
あ
り
、
華
族
制
度
が
瓦
解
し
て
徳
川
家
も
資
金
難
に
陥
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
も
財
団
を
維
持
し
、
さ
ら
に
再
生
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
名
古
屋
市
に
蓬
左
文
庫

の
名
前
と
史
料
を
譲
渡
し
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、「
蓬
左
文
庫
附
属

歴
史
研
究
室
」
は
蓬
左
文
庫
か
ら
独
立
し
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
と
改
称
し
て
新
た
な

活
動
を
開
始
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
今
日
は
、
戦
後
に
林
政
史
研
究
所
と
し
て
活
動
し
て
い
く
以
前
の
、
戦
前
を
中
心
に

見
て
い
き
ま
す
。

　
林
政
史
研
究
所
の
所
蔵
史
料
は
、「
尾
張
藩
・
尾
張
徳
川
家
伝
来
文
書
」
と
「
徳
川

林
政
史
研
究
所
収
集
文
書
」
の
二

つ
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
ま
す

（
図
2
）。「
尾
張
藩
・
尾
張
徳
川

家
伝
来
文
書
」
は
、
尾
張
藩
主
の

御
文
庫
に
あ
っ
た
史
料
や
、
名
古

屋
市
蓬
左
文
庫
に
移
譲
し
な
か
っ

た
史
料
な
ど
、
尾
張
藩
や
尾
張
徳

川
家
に
伝
来
し
た
も
の
が
中
心
で

す
。

　「
徳
川
林
政
史
研
究
所
収
集
文

書
」
は
、
戦
前
・
戦
後
の
林
政
史

研
究
所
や
、
歴
史
研
究
室
が
寄
贈

を
受
け
た
り
購
入
し
た
り
し
た
史

料
で
す
。中
で
も
特
徴
的
な
の
は
、

戦
前
に
旧
名
古
屋
税
務
監
督
局
や

愛
知
県
庁
か
ら
払
い
下
げ
ら
れ
た
、
官
庁
払
下
文
書
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
愛

知
県
公
文
書
館
で
は
、
愛
知
県
庁
文
書
を
含
む
旧
名
古
屋
税
務
監
督
局
所
蔵
史
料
の
複

製
史
料
を
閲
覧
に
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
御
利
用
に
な
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
、
林
政
史
研
究
所
が
こ
れ
ら
の
史
料
を
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
所
蔵
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
も
、
お
話
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、「
徳
川
林
政
史
研
究
室
」
時
代
（
大
正
十
二
年
～
昭
和
七
年
）
と
し
て
、
財

団
が
作
ら
れ
る
前
の
私
的
な
研
究
室
で
あ
っ
た
頃
の
話
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
義
親
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
二
）
の
七
月

に
、
二
十
六
歳
で
東
京
帝
国
大
学
の
史
学
科
を
卒
業
し
ま
す
。
こ
の
時
の
卒
業
論
文
の 図 2　徳川林政史研究所の所蔵史料
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テ
ー
マ
が
木
曽
山
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
時
か
ら
義
親
は
様
々
な
史
料
を
集
め
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
段
階
で
は
公
的
に
は
研
究
室
と
い
う
も
の
は
な
く
、
大
正
十
二

年
（
一
九
二
三
）
に
麻
布
富
士
見
町
（
現
東
京
都
港
区
）
の
自
宅
に
研
究
室
を
設
け
ま

し
た
。
こ
の
時
義
親
は
三
十
八
歳
で
、
大
学
卒
業
か
ら
一
二
年
後
に
研
究
室
を
開
設
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
後
に
林
政
史
研
究
所
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
所
三
男
の
回
想
に
よ
る

と
、「
勝
れ
た
ヒ
ノ
キ
材
の
主
産
地
と
し
て
知
ら
れ
た
木
曽
山
林
が
日
本
三
大
美
林
の

首
位
に
あ
っ
た
こ
と
」、「
こ
の
全
山
林
が
…
尾
張
藩
の
管
理
、経
営
下
に
あ
っ
た
こ
と
」、

木
曽
山
林
の
実
態
を
研
究
し
て
い
く
こ
と
は
、「
尾
張
藩
の
当
主
で
あ
る
徳
川
に
課
さ

れ
た
責
務
で
あ
る
」
と
い
っ
た
強
い
動
機
付
け
の
も
と
、
義
親
は
研
究
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
、
卒
論
を
書
い
て
い
た
時
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
藩
政
記
録
の
不
足
を
補
う
史
料
が
在
地
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
改
め
て
史
料

を
集
め
よ
う
と
思
い
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
研
究
室
を
作
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
二
年
後
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
義
親
は
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
の
大

学
院
に
入
学
し
ま
す
。
大
学
院
で
選
ん
だ
研
究
テ
ー
マ
が
「
木
曽
林
業
の
沿
革
」
で
、

こ
の
研
究
を
支
え
て
い
く
た
め
に
林
政
史
研
究
室
の
活
動
が
本
格
化
し
て
い
き
ま
す
。

義
親
自
身
も
、
木
曽
を
中
心
に
、
美
濃
、
飛
騨
方
面
に
史
料
探
訪
に
出
か
け
ま
し
た
。

義
親
の
指
導
教
官
と
な
っ
た
人
が
、
河
合
鈰し

太た

郎ろ
う

と
薗
部
一
郎
で
、
実
際
に
指
導
を
受

け
た
の
は
薗
部
の
方
か
と
思
い
ま
す
が
、河
合
が
名
古
屋
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

色
々
便
宜
を
図
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
河
合
の
弟
子
で
、
助
手
と
し
て
義
親
を
支
え
た
人
が
、
川
合
徳
太
郎
で
す
。
ほ
と
ん

ど
名
前
は
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
林
政
史
研
究
室
に
と
っ
て
は
非
常

に
重
要
な
人
物
で
、研
究
室
だ
け
で
な
く
、徳
川
家
の
事
業
に
も
関
係
し
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
、
徳
川
家
が
北
海
道
で
経
営
し
て
い
た
徳
川
農
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
徳

川
農
場
で
経
営
し
て
い
る
大
野
山
林
の
経
営
計
画
に
、川
合
は
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

当
時
は
月
給
八
〇
円
で
雇
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
お
金
に
換
算
す
る
と
約
一
六
万

円
に
当
た
る
の
で
、
嘱
託
の
よ
う
な
形
で
雇
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
義
親

は
、
川
合
の
協
力
を
得
て
自
然
科
学
の
手
法
を
史
学
研
究
に
活
用
し
、
林
学
な
ど
を
勉

強
し
な
が
ら
歴
史
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
単
に
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
社
会
経
済
史
的
な
発
想
で
歴
史
研
究
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
次
に
、「
私
的
研
究
室
開
設
の
基
盤
」
に
つ
い
て
で
す
。
林
政
史
研
究
室
は
私
的
な

機
関
な
の
で
、
資
金
が
な
い
と
運
営
で
き
ず
、
助
手
も
雇
え
ま
せ
ん
が
、
義
親
が
侯
爵

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
多
額
納
税

者
番
付
で
あ
る
「
全
国
金
満
家
大
番
附
」（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）
に
よ
る
と
、
財

閥
の
岩
崎
や
三
井
に
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
義
親
は
五
〇
〇
〇
万
円
も
の
資
産
を

持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
う
し
た
資
産
を
背
景
に
研
究
を
進
め
て
い
き
ま

し
た
。

　
史
料
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
現
地
に
出
張
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
聞
を
使
っ
て
史
料

情
報
の
提
供
も
求
め
て
い
ま
し
た
。『
東
濃
新
聞
』『
東
濃
毎
日
新
聞
』
で
は
、「
左
記

書
籍
　
所
在
御
承
知
の
方
は
御
通
知
を
乞
ふ
」
と
し
て
、『
木
曽
名
跡
誌
』『
木
曽
事
蹟

考
証
』『
集
古
事
録
』『
集
遺
談
録
』『
古
老
物
語
抜
書
』
と
い
っ
た
木
曽
に
関
す
る
書

物
を
集
め
て
い
ま
し
た
。『
木
曽
名
跡
誌
』
と
『
木
曽
事
蹟
考
証
』
は
、
現
在
、
林
政

史
研
究
所
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
の
で
、
新
聞
へ
の
投
書
が
功
を
奏
し
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　『
木
曽
名
跡
誌
』
は
、
原
本
が
林
政
史
研
究
所
に
伝
来
し
て
い
ま
す
。
木
曽
福
島
の

関
所
代
官
を
代
々
務
め
た
山
村
甚
兵
衛
家
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
が
、
史
料
の
奥
書
か

ら
わ
か
り
ま
す
。
現
在
、「
林
一
七
二
一
」
と
い
う
請
求
番
号
で
登
録
さ
れ
て
い
て
、

徳
川
林
政
史
研
究
所
収
集
史
料
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。
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　『
木
曽
事
蹟
考
証
』
は
、「
林
四
八
二
」
の
請
求
番
号
で
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

ち
ら
は
原
本
で
は
な
く
謄
写
本
で
す
。
原
本
は
「
上
田
村
　
武
居
家
蔵
本
」
と
あ
り
、

武
居
家
か
ら
原
本
を
借
り
出
し
て
、
江
口
国
彦
と
い
う
人
が
筆
写
し
た
と
史
料
の
奥
書

に
あ
り
ま
す
。
当
時
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
当
然
な
く
、
撮
影
は
で
き
ま
せ
ん
。
史
料
を

集
め
る
と
な
る
と
筆
写
が
基
本
で
あ
っ
た
た
め
、
林
政
史
研
究
所
は
当
時
の
謄
写
本
を

た
く
さ
ん
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
謄
写
本
は
原
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
戦
前
の
史
料
調

査
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
す
。
原
本
の
確
認
が
で
き
な
い
と
す

る
と
、
な
お
さ
ら
で
す
。
江
口
は
、
林
政
史
研
究
室
が
筆
耕
と
し
て
雇
っ
た
人
物
で
、

多
く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て
林
政
史
研
究
室
は
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　「
林
政
史
研
究
室
記
録
」
に
よ
る
と
、
義
親
は
、「
本
研
究
の
根
本
史
料
と
な
る
べ
き

尾
州
藩
の
記
録
は
、
今
日
一
も
残
る
も
の
な
し
。
こ
れ
を
古
老
に
質
せ
ば
、
廃
藩
の
際

県
庁
に
引
き
継
ぎ
、
後
全
部
焼
却
せ
ら
れ
た
り
と
い
ふ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
廃
藩
置

県
の
際
に
藩
庁
文
書
は
焼
失
し
て
し
ま
い
、
尾
張
藩
の
研
究
を
進
め
る
に
は
、
自
分
で

収
集
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
し

た
。

　
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
の
大
学
院
に
入
っ
て
義
親
が
最
初
に
手
が
け
た
こ
と
は
、
大

正
十
四
年
の
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
、
伊
勢
の
神
宮
文
庫
の
調
査
で
し
た
。
伊
勢

神
宮
の
式
年
遷
宮
に
関
わ
る
史
料
調
査
で
す
。
御
承
知
の
と
お
り
、
式
年
遷
宮
で
は
木

曽
の
檜
が
使
わ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
木
を
伐
り
出
し
、
運
ん
で
い
た
か

を
調
査
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
実
際
に
、
こ
の
調
査
で
六
一
部
・
八
一
冊
の
史
料
を
謄

写
本
と
し
て
取
得
し
ま
し
た
。

　
義
親
が
大
学
院
に
提
出
し
た
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
時
点
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

当
時
、
林
政
史
研
究
室
に
は
、
木
曽
関
連
史
料
二
一
一
部
・
二
七
七
冊
、
木
曽
以
外
の

史
料
五
三
部
・
七
三
冊
、
従
来
蔵
書
（
木
曽
関
係
参
考
書
）
七
一
部
・
四
五
六
冊
が
集

積
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
地
で
調
査
に
協
力
し
て
く
れ
た
人
に
は
、
御
礼
状
と
と
も
に

謝
礼
を
贈
っ
て
お
り
、
調
査
の
協
力
具
合
に
応
じ
て
時
計
、
置
物
、
袱ふ
く

紗さ

と
い
っ
た
も

の
を
贈
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
大
学
院
の
在
籍
期
間
は
二
年
間
で
す
が
、義
親
は
昭
和
二
年
か
ら
四
年（
一
九
二
九
）

ま
で
の
延
長
を
願
い
出
て
、
引
き
続
き
大
学
院
に
在
籍
し
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
後

に
林
政
史
研
究
所
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
る
所
三
男
と
出
会
い
ま
す
。所
は
回
想
で「
徳

川
義
親
先
生
は
、
私
が
昭
和
四
年
に
徳
川
邸
（
当
時
は
麻
布
富
士
見
町
）
へ
罷
り
出
て

お
目
に
懸
っ
た
の
が
最
初
の
よ
う
に
言
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
私
が
先
生
に
初
め
て
御
対

面
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
は
、
そ
れ
よ
り
先
の
確
か
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
の

秋
、
福
島
小
学
校
の
校
長
室
で
の
こ
と
だ
っ
た
」（
所
三
男
先
生
喜
寿
紀
念
会
編
『
所

三
男
先
生
の
七
十
七
年
』）
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
、「
木
曽
古
書
類
」
と
い
う
史
料
が
話
題
に
な
っ
た
と
回
想
録
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。「
木
曽
古
書
類
」
は
、
御
料
局
名
古
屋
支
庁
に
勤
め
て
い
た
人
が
、
木
曽
福

島
の
関
所
代
官
を
代
々
務
め
た
山
村
甚
兵
衛
家
の
史
料
を
筆
写
し
て
集
め
た
史
料
を
、

林
政
史
研
究
室
で
筆
写
し
た
も
の
で
す
。
所
自
身
も
長
野
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
木
曽
古
書
類
」
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
な
お
、「
木
曽
古
書
類
」
は
林

政
史
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
画
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は

御
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
、所
は
麻
布
の
徳
川
邸
を
訪
ね
、「
木
曽
古
書
類
」を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

所
は
史
料
を
筆
写
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
大
量
で
三
日
や
一
週
間
で
筆

写
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
回
想
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
に
研
究
所
の
様
子
も
見

せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
で
、「
こ
の
時
の
訪
問
で
初
め
て
知
っ
た
の
は
、
侯
爵
が
東
大
卒

論
「
木
曽
山
」
の
参
考
に
さ
れ
た
現
地
史
料
（
い
ず
れ
も
謄
写
本
）
の
豊
富
な
こ
と
、

そ
れ
が
立
派
に
製
本
架
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
今
も
二
～
三
人
の
老
筆
耕
が
別
室
に
詰
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め
て
い
て
、
木
曽
方
面
か
ら
の
借
用
文
書
の
筆
写
を
続
け
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
」
と
、

大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
林
政
史
研
究
室
の
様
子
が
わ
か
る
貴
重
な
証
言
を
残
し
て
い
ま

す
。
林
政
史
研
究
所
の
史
料
は
、
製
本
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
こ
と
も
、
回
想

か
ら
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
っ
て
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に

所
は
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
た
所
の
活
動
で
、
特
筆
し
た
い
の
が
、
昭
和
六
年
（
一
九
三

一
）
の
名
古
屋
税
務
監
督
局
所
蔵
史
料
の
譲
渡
交
渉
と
、
同
年
の
愛
知
県
庁
所
蔵
史
料

の
調
査
と
譲
渡
交
渉
で
す
。
名
古
屋
税
務
監
督
局
所
蔵
史
料
が
林
政
史
研
究
室
に
払
い

下
げ
ら
れ
る
き
っ
か
け
は
、
著
名
な
経
済
学
者
で
あ
る
土
屋
喬
雄
と
い
う
当
時
の
東
京

帝
国
大
学
助
教
授
か
ら
、
大
蔵
省
文
庫
に
尾
張
藩
旧
蔵
書
が
あ
る
こ
と
を
、
所
が
知
ら

さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。も
と
も
と
尾
張
藩
の
史
料
を
義
親
が
探
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

所
は
す
ぐ
に
大
蔵
省
に
行
っ
て
、
な
ぜ
尾
張
藩
の
史
料
を
大
蔵
省
が
持
っ
て
い
る
の
か

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
名
古
屋
税
務
監
督
局
か
ら
の
借
用
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
所
は
早
速
名
古
屋
に
出
張
し
、税
務
監
督
局
を
訪
ね
て
収
蔵
庫
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、

収
蔵
庫
の
老
朽
化
と
防
火
施
設
の
不
備
か
ら
、
文
書
の
保
存
環
境
が
よ
く
な
い
と
わ
か

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
名
古
屋
税
務
監
督
局
も
現
用
文
書
の
収
容
場
所
を
確
保
し
た
い

こ
と
か
ら
、
古
書
類
の
廃
棄
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。
所
は
廃
棄
さ
れ
る
史
料
の
救
済

を
義
親
に
相
談
し
ま
し
た
。
結
果
、
義
親
の
英
断
に
よ
っ
て
林
政
史
研
究
室
に
譲
渡
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
英
断
の
背
景
と
し
て
は
、
当
時
、
義
親
自
身
が
財
団
法
人
の
設
立
を
構
想
し
て

お
り
、耐
震
耐
火
書
庫
二
棟
を
建
造
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
た
よ
う
で
す
。

ち
ょ
う
ど
関
東
大
震
災
を
経
験
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
震
災
に
耐
え
う
る
書
庫
を
造
る

構
想
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
義
親
は
、探
し
求
め
て
い
た
旧
藩
の
史
料
を
発
見
し
、

取
得
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
財
団
法
人
化
に
向
け
て
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
麻
布
富
士
見
町
邸
が
フ
ラ

ン
ス
大
使
館
へ
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
新
邸
及
び
財
団
建
設
地
と
し
て
北
豊
島

郡
高
田
町
大
字
雑
司
ヶ
谷
（
現
東
京
都
豊
島
区
目
白
）
の
土
地
を
買
収
し
ま
し
た
。
林

政
史
研
究
室
は
新
し
い
建
物
が
目
白
に
で
き
る
ま
で
、
一
時
的
に
麻
布
桜
田
町
（
現
東

京
都
港
区
）
の
後
藤
新
平
宅
を
間
借
り
し
ま
し
た
。
翌
昭
和
六
年
十
二
月
に
財
団
法
人

尾
張
徳
川
黎
明
会
の
設
立
が
認
可
さ
れ
る
と
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
月
に
林
政

史
研
究
室
と
生
物
学
研
究
所
は
解
散
し
、
私
的
な
研
究
所
は
な
く
な
り
、
財
団
の
所
属

と
な
り
ま
し
た
。
解
散
に
伴
い
、
助
手
の
川
合
徳
太
郎
は
解
雇
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
を
小
括
し
ま
す
。
大
学
院
に
進
ん
だ
義
親
の
学
究
活
動
を
支
え
る
場
と
し

て
研
究
室
が
あ
り
、そ
れ
を
支
え
た
の
が
助
手
の
川
合
で
し
た
。実
際
に
木
曽
周
辺
村
々

の
史
料
を
、
寄
贈
を
受
け
た
り
謄
写
し
た
り
し
て
収
集
し
て
い
き
ま
し
た
。
川
合
自
身

も
、
指
導
教
員
の
薗
部
一
郎
を
訪
問
し
て
、
義
親
の
論
文
執
筆
に
つ
き
指
導
を
受
け
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
義
親
自
身
が
修
士
論
文
を
ま
と
め
た
か
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

恐
ら
く
大
学
院
は
修
了
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
木
曽
に
関
す
る
研

究
は
、
財
団
設
立
後
に
、
個
別
論
文
と
し
て
発
表
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
と
は
別
に
、
所
三
男
が
中
心
と
な
っ
て
、
旧
藩
庁
文
書
の
発
見
と
譲
渡
交
渉
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
廃
棄
文
書
の
救
済
と
保
存
が
、
財
団
法
人
化
へ
の
弾
み
と
な
り
ま
し

た
。
林
政
史
研
究
所
の
中
核
と
な
る
木
曽
周
辺
の
史
料
と
藩
庁
文
書
の
収
集
は
、
川
合

と
所
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
た
こ
と
を
記
憶
に
留
め
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
と
、

史
料
の
筆
耕
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
次
は
、「
蓬
左
文
庫
附
属
歴
史
研
究
室
」
時
代
（
昭
和
七
年
～
昭
和
二
十
五
年
）
で
、

財
団
が
で
き
て
か
ら
の
話
し
で
す
。

　
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
、
品
川
か
ら
目
白
に
生
物
学
研
究
所
が
移
り
ま
す
が
、
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林
政
史
研
究
室
は
麻
布
桜
木
町
か
ら
生
物
学
研
究

所
の
二
階
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
翌

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
、
蓬
左
文
庫
の
事
務

室
と
閲
覧
室
が
竣
工
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
林
政
史

研
究
室
は
「
蓬
左
文
庫
附
属
歴
史
研
究
室
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
も
、
林
政
史
研
究

室
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
ま
し
た
が
、
新
た
に
福

井
保
と
立
石
百
合
子
の
二
人
を
加
え
ま
し
た
。
福

井
は
、
後
に
内
閣
文
庫
の
和
漢
書
専
門
官
に
な
る

人
で
す
。
歴
史
研
究
室
で
収
集
し
た
史
料
も
蓬
左

文
庫
の
蔵
本
と
し
て
、「
蓬
左
文
庫
蔵
本
」
と
い

う
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
ラ
ベ
ル

を
見
る
と
、
戦
前
に
集
め
ら
れ
た
史
料
か
ど
う
か

が
わ
か
り
ま
す
。

　
目
白
の
建
物
の
様
子
で
す
が
、
表
門
を
中
に
入
る
と
、
左
側
に
蓬
左
文
庫
、
右
側
に

生
物
学
研
究
所
と
講
堂
が
あ
り
ま
し
た
。
生
物
学
研
究
所
と
講
堂
の
間
に
は
、
花
壇
も

設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
生
物
学
研
究
所
の
二
階
に
歴
史
研
究
室
が
あ
り
ま
し
た
。
林

政
史
研
究
室
を
受
け
継
い
だ
歴
史
研
究
室
は
、
蓬
左
文
庫
の
附
属
で
し
た
が
、
蓬
左
文

庫
の
建
物
で
は
な
く
生
物
学
研
究
所
内
に
あ
っ
た
点
が
、
複
雑
な
と
こ
ろ
で
す
。
現
在

は
蓬
左
文
庫
が
財
団
の
建
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
物
学
研
究
所
と
講
堂
は
現
在
は
な

く
、
外
国
人
中
心
の
賃
貸
住
宅
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
研
究
室
が
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
軌
跡
を
辿
っ
て
い
く
か
と
言
い
ま
す
と
（
表

1
）、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
貴
重
本
書
庫
が
完
成
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

名
古
屋
の
徳
川
家
書
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
図
書
が
東
京
に
移
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
名

古
屋
市
に
あ
っ
た
尾
張
徳
川
家
の
書
庫
も
、
私
的
な
図
書
館
と
し
て
「
蓬
左
文
庫
」
と

称
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
東
京
に
図
書
が
移
さ
れ
た
後
の
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
か
ら
一
般
公
開
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
当
時
は
紹
介
者
が
い
な
い
と
閲
覧
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
同

年
十
一
月
三
十
日
に
は
開
館
記
念
展
覧
会
が
文
庫
内
の
閲
覧
室
と
事
務
室
、
講
堂
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
近
隣
の
学
習
院
か
ら
陳
列
ケ
ー
ス
二
〇
個
を
借
用
し
、
伝
来
の
貴
重

本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
歴
史
研
究
室
の
研
究
報
告
会
も
、
展
覧
会
の
後
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
展
覧
会
は
一
日
で
終
わ
る
の
が
当
時
の
特
徴
だ
っ
た
よ
う
で
、
午
後
一
時
か
ら

五
時
ま
で
が
展
覧
会
、
午
後
七
時
か
ら
十
時
ま
で
研
究
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
報
告
会
で
は
、
歴
史
研
究
室
の
沿
革
や
史
料
、
研
究
方
法
に
つ
い
て
、
義
親
と
所
三

男
が
発
表
し
ま
し
た
。

　
展
覧
会
に
は
錚そ
う

々そ
う

た
る
学
者
が
お
と
ず
れ
ま
し
た
。
辻
善
之
助
（
日
本
仏
教
史
）、

相
田
二
郎
（
日
本
古
文
書
学
）、
大
久
保
利
謙
（
日
本
近
代
史
）、
今
井
登
志
喜
（
西
洋

史
）、
渡
辺
世
祐
（
日
本
史
）
や
、
所
が
名
古
屋
税
務
監
督
局
所
蔵
史
料
の
譲
渡
交
渉

を
行
っ
た
高
楯
俊
ら
の
面
々
で
す
。

　
研
究
報
告
会
の
参
加
者
は
、
名
古
屋
や
犬
山
出
身
の
尾
張
家
御
相
談
人
な
ど
が
参
加

し
て
い
ま
す
が
、
招
待
を
受
け
て
い
な
い
と
参
加
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
歴
史
研

究
者
の
藤
井
甚
太
郎
や
土
屋
喬
雄
、
原
平
三
と
い
っ
た
著
名
な
学
者
も
い
る
中
で
、
義

親
と
の
関
係
で
い
う
と
徳
川
生
物
学
研
究
所
所
長
の
服
部
廣
太
郎
や
、
後
に
林
政
史
研

究
所
の
研
究
紀
要
に
論
文
を
執
筆
す
る
阿
部
真
琴
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
歴
史
研
究
室
の
活
動
に
つ
い
て
は
、「
収
集
文
書
・
採
訪
」「
研
究
・
講
演
」「
社
会

活
動
」
の
三
つ
に
分
け
ま
し
た
。
収
集
文
書
や
採
訪
は
、
林
政
史
研
究
室
時
代
を
継
承

し
て
い
て
、木
曽
や
旧
尾
張
藩
関
係
文
書
を
寄
贈
や
謄
写
で
収
集
し
て
い
ま
す
。
研
究
・

講
演
は
、
社
会
経
済
史
学
会
を
拠
点
に
義
親
と
所
が
研
究
発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。
社

表 1　歴史研究室の軌跡
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会
活
動
と
し
て
は
、蓬
左
文
庫
附
属
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、蓬
左
文
庫
の
活
動
に
協
力
・

参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
見
て
い
き
ま
す
と
、「
収
集
文
書
・
採
訪
」
に
つ
い
て
は
、
財
団
設
立
後
、

名
古
屋
税
務
監
督
局
所
蔵
史
料
と
愛
知
県
庁
文
書
の
譲
渡
が
な
さ
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ

の
史
料
群
も
、
歴
史
研
究
室
が
全
部
を
受
け
継
い
だ
わ
け
で
は
な
く
、
一
部
廃
棄
さ
れ

た
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
官
庁
払
下
文
書
と
し
て
は
、
農
林
省
「
日
本
林
制
史
調

査
史
料
」
の
複
本
が
、
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
と
林
政
史
研
究
所
が
分
け
合
う
形

で
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
言

う
と
、
木
曽
運
材
模
型
や
付
知
村
（
現
岐
阜
県
中
津
川
市
）
の
大
檜
輪
切
り
が
あ
り
、

輪
切
り
は
現
在
も
林
政
史
研
究
所
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
は
、
安
藤
次
郎
と
い
う
名
古
屋
在
住
の
郷
土
史
家
を
研

究
室
の
嘱
託
員
と
し
て
雇
い
、
効
率
的
に
史
料
情
報
を
把
握
し
、
収
集
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
同
年
の
石
河
男
爵
家
所
蔵
文
書
、
犬
山
八
木
家
文
書
、

王
滝
村
松
原
家
文
書
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
大
道
寺
家
文
書
、
昭
和
十
二
年

（
一
九
三
七
）
の
渡
邊
家
文
書
な
ど
、
大
規
模
な
史
料
の
寄
贈
や
購
入
が
注
目
で
き
ま

す
。
安
藤
は
、
の
ち
に
自
身
の
所
蔵
文
書
も
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
鈴
木
半
右
衛
門
所
蔵
文
書
と
い
う
謄
写
本
を
、
ど
の
よ
う
に
収
集
し
た
か
に

つ
い
て
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
史
料
情
報
を
得
た
歴
史
研
究
室
が
、
財
団
を
通
じ
て

徳
川
美
術
館
に
史
料
の
謄
写
を
指
示
す
る
と
、
徳
川
美
術
館
は
そ
れ
を
謄
写
し
、
完
成

す
る
と
東
京
の
歴
史
研
究
室
に
送
っ
て
く
る
の
で
す
。
徳
川
美
術
館
は
、
展
覧
会
を
開

催
す
る
傍
ら
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
義
親
が
主
宰
す
る
歴
史
研
究
室
の
助
手
の
よ
う
な

形
で
研
究
活
動
に
も
関
わ
っ
て
い
た
の
が
当
時
の
実
態
で
し
た
。
鈴
木
半
右
衛
門
所
蔵

文
書
の
謄
写
本
は
、
現
在
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
収
集
史
料
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、

愛
知
県
史
編
さ
ん
の
際
に
収
集
し
て
い
る
た
め
、
愛
知
県
公
文
書
館
で
も
複
製
物
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
他
に
、
名
古
屋
市
図
書
館
（
現
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
）
所
蔵
文
書
の
謄
写
本

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
戦
前
の
名
古
屋
市
史
が
収
集
し
た
史
料
の
写
本
で
す
。
画
像

資
料
に
つ
い
て
は
「
木
曽
川
通
絵
図
」（
絵
巻
）
を
購
入
し
て
お
り
、
展
覧
会
に
は
あ

ま
り
出
品
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
享
保
期
（
一
七
一
六
～
三
六
）
の
木
曽
川
の

様
子
が
詳
し
く
描
か
れ
た
貴
重
な
絵
巻
で
す
。

　「
研
究
・
講
演
」
に
つ
い
て
は
、
戦
時
中
は
特
徴
的
な
と
こ
ろ
で
す
と
、
尾
張
藩
の

農
業
増
産
政
策
や
所
三
男
が
「
兵
器
一
体
」
と
い
う
論
稿
を
ま
と
め
る
な
ど
、
時
局
に

対
応
し
た
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
社
会
活
動
」
は
、
蓬
左
文
庫
と
連
携
し
、
主
に
出
版
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
尾

張
藩
主
の
記
録
『
尾
張
家
言
集
』
を
ま
と
め
、
陸
軍
中
将
大
村
有
隣
に
よ
る
名
古
屋
城

軍
事
を
研
究
し
た『
名
古
屋
城
並
尾
張
藩
国
防
の
研
究
』の
刊
行
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
徳
川
農
場
の
職
員
が
東
北
の
困
窮
す
る
農
民
を
調
査
し
た
『
東
北
凶
作
地
報

告
書
』
な
ど
も
刊
行
し
ま
し
た
。

　
歴
史
研
究
室
時
代
は
、
林
政
史
研
究
室
の
活
動
を
継
承
し
つ
つ
、
蓬
左
文
庫
と
連
動

し
て
展
覧
会
や
史
料
編
さ
ん
、
出
版
物
の
刊
行
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
時
局
即
応

の
成
果
を
出
し
つ
つ
、
文
化
的
事
業
も
継
続
し
、
戦
時
中
で
も
後
世
に
残
る
史
料
集
を

出
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
安
藤
次
郎
を
嘱
託
員
に
す
る
ほ
か
、
徳
川
美
術
館
に
謄
写

を
依
頼
す
る
な
ど
、
名
古
屋
に
拠
点
を
確
保
し
た
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
歴
史
研
究
室
は
、
戦
中
に
空
襲
が
激
し
く
な
る
と
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に

貴
重
な
什
宝
や
図
書
を
、
長
野
県
上
伊
那
郡
図
書
館
に
疎
開
さ
せ
ま
し
た
。
疎
開
中
の

史
料
は
、
翌
年
の
終
戦
と
と
も
に
研
究
室
に
帰
っ
て
き
ま
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
を
し
ま

し
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）、
蓬
左
文
庫
の
名
称
と
文
庫
に
納
め
ら
れ
て

い
た
史
料
の
一
部
を
名
古
屋
市
に
譲
渡
し
、
蓬
左
文
庫
附
属
歴
史
研
究
室
は
徳
川
林
政
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史
研
究
所
と
し
て
独
立
し
ま
す
。
初
代
所
長
は
義
親
で
し
た
。

　
最
後
に
、
林
政
史
研
究
所
の
史
料
に
関
し
て
、「
林
政
史
研
究
室
記
録
」
に
記
さ
れ

た
文
章
を
引
用
し
な
が
ら
、
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
歴
史
研
究
室
関
係

の
史
料
は
、
之
を
尾
張
藩
史
料
と
林
政
史
料
と
に
区
分
す
」
と
い
う
よ
う
に
、「
尾
張

藩
史
料
」
に
は
「
尾
張
家
記
録
」、「
藩
政
記
録
」、「
旧
藩
地
方
史
料
」
が
あ
り
ま
す
。

「
尾
張
家
記
録
」
は
蓬
左
文
庫
に
伝
来
し
た
も
の
で
、「
藩
政
記
録
」
と
「
旧
藩
地
方

史
料
」
は
林
政
史
研
究
所
が
収
集
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。「
林
政
史
料
」
の
方
は
、

農
林
省
か
ら
払
い
下
げ
ら
れ
た
「
日
本
林
制
資
料
」、「
木
曽
史
料
」
が
あ
り
ま
す
が
、

「
木
曽
史
料
」
は
、
当
時
、「
尾
張
藩
史
料
」
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
寄
贈
・
購
入
・
謄
写
本
の
三
種
類
が
あ
り
、「
重
複
を
生
じ
た

る
文
書
は
、
之
を
名
古
屋
別
邸
の
保
管
に
移
し
、
或
は
名
古
屋
図
書
館
其
他
利
用
保
存

上
の
施
設
を
有
す
る
機
関
に
之
を
寄
贈
す
。
将
来
は
名
古
屋
美
術
館
に
本
庫
分
室
を
設

け
、
地
方
史
研
究
者
に
便
宜
を
提
供
す
る
方
針
な
り
」
と
「
林
政
史
研
究
室
記
録
」
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
義
親
の
思
い
は
、
結
果
と
し
て
蓬
左
文
庫
の
名
称
と

古
文
書
の
一
部
を
名
古
屋
市
に
移
譲
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
そ
の
思
い
を
受
け
継
い

で
、
林
政
史
研
究
所
は
、
戦
前
か
ら
計
画
さ
れ
た
『
名
古
屋
叢
書
』、
最
近
で
は
『
新

修
名
古
屋
市
史
』や『
愛
知
県
史
』の
編
さ
ん
に
も
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
は
、『
愛
知
県
史
』
編
さ
ん
で
収
集
し
た
林
政
史
研
究
所

所
蔵
史
料
の
複
製
本
が
、
愛
知
県
公
文
書
館
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
義
親
の
考
え
て
い

た
こ
と
が
、
い
み
じ
く
も
実
現
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
、
愛
知
県
公
文
書
館
に
て
複
製
史
料
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
御
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。




